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防災教育実践報告 
日 時 令和４年６月１４日 

１，２校時 
対 象 第２学年 

会 場 校外(一之江の町) 
授業者 関口 敏子 

髙須 彩乃 
松下 佑奈 

１  主題名 どきどきわくわく町たんけん   【教科：生活科】  

２  ねらい 

・自分たちの暮らす地域にはどのような施設や場所があるかを知り、地域の施設や場所に親しみを

もつ。 
・安全や防災についての標識や施設、設備にも目を向け、安心して生活するための工夫に気付くこ

とができる。 
３  指導略案 

主な学習活動 
・指導上の留意点等、 

児童の気付き発言等 

１．校庭へ集合・整列 

《持ち物》校帽・水筒・探険ボード・カード 
２．引率の保護者の方紹介・挨拶 
３．注意事項の確認 
（道路の歩き方・学習のめあて） 
 

４．学校出発 
各コースにわかれ、探検をする。 

〇赤コース（関口） 
児童２７名・保護者１０名 

 なんぶ広場・一之江第一保育園・土手・共育

プラザ・親水公園・3 丁目公園 など 
 
〇ピンク・オレンジコース（松下）  
 児童２７名・保護者６名 
 ヤマイチ・妙音寺・畑・抹香亭・環七・親水

公園ジャブジャブ池・一之江コミュニティー

会館・2 丁目公園 など 
 
〇水色コース（高須） 
 児童２９名・保護者８名 
 白髭神社・フレンド公園・ビニルハウス・畑・

野菜の自動販売機・駅前・卵の自販機・みな

もと幼稚園・信用金庫・茶畑青果店 など 
 
 
５．帰校 
到着したグループから挨拶をして教室へ戻る。 
 

 

・保護者に引率を依頼し、安全に探検を

実施できるよう配慮する。 
・事前に道路の安全な歩き方や校外での

過ごし方、感染予防のためのマスクの

着用などについて指導し、安全に気を

つけて行動できるようにする。 
〇赤コースで見つけた防災設備 

・防災井戸 

・なんぶ広場 

(防災公園) 

・防災トイレ 

 

 

 

〇ピンク・オレンジコースで 

見つけた防災設

備 

・親水公園 

(防災備蓄倉庫) 

 

 

 

〇水色コースで見つけた防災設備 

・フレンド公園(防災公園) 

・防災井戸 

・中央はなみずき公園(防災公園) 

・防災倉庫 

 

・スマイルネクストのノート機能を活用

して、探検したコースのおすすめの場

所や施設、みんなに伝えたいことなど

を写真と文で表す。 

 


